那覇市様式（R７．１２～）                             　　　　　　　　　　　　　
那覇市様式（R７．12～） 
特別支援学級（自立）作成にあたっては、別紙【作成上の留意点】を参考にすること

〇〇○○学級　自立活動学習指導案（↑障がい種を記載）


令和○年○月○日（○）○校時　□：□～□：□
（  ○○○○　）学校（　　　　　）学級　　組★作成に当たって使用するフォントについて、みだしをMSゴシック体、それ以外はMS明朝体とする。

○名（　年：　名、　年：　名、　年：　名）
指導者　■■■　■■■　　　

[bookmark: _Hlk168419278]１　学校で育成を目指す資質・能力
	知識・技能　　　　　　　　　　　　思考力・判断力・表現等　　　　　　　　　　学びに向かう力・人間性[bookmark: _Hlk125982051]【グランドデザイン】から，すべて記載します。　本時の学習との関わりが深い項目は，先頭の印を【◎】にすること。
※【記載する意図】　自らの授業や学級経営等が，学校教育目標の実現にいかなる役割を果たすのかを意識するため。
〇
〇
◎
〇
〇
〇
◎
〇
〇



※活動名を見て，どんな活動をするのかを把握できるように記載する。

２　題材名 　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

３　自立活動の区分、項目との関連※本授業に関する自立活動の内容
（６区分２７項目）を記載する。

※MS明朝


※本活動を設定した意図や，その活動の意義や価値、活動を通して期待される効果や指導観を記載する。
※本時で取り扱う活動の特長を生かして，児童生徒の日常生活や学習場面で生じるつまずきの改善・克服をめざす視点で記載する。

４　題材について
（１） 題材設定の理由
※MS明朝









※本授業で対象となる児童生徒の実態を，「３自立活動の区分、項目」に沿って記載する。児童生徒の長所やよさも記載してもよい。

（２） 児童生徒の実態
	区分-（項目）
	
	
	

	A児
	[bookmark: _Hlk215565826]※MS明朝

	
	

	B児
	
	
	

	C児
	
	
	



　（３）　指導観






（４）　児童生徒の特性に配慮した指導の工夫
	A児
	※MS明朝


	B児
	

	C児
	



５　指導計画（全□時間）
※MS明朝






６　本時について（▲/□時間）
（１）全体目標	ア
		イ

（２）個人目標
	A児
	

	B児
	※特別支援学級の自立活動の指導では，学級の子どもの在籍状況によっては個別による指導の形態をとることが難しく，集団での指導にならざるを得ない状況がある。
そのため，本時の目標を記載する際には，集団での全体目標だけでなく，集団の中で個々の子どもにねらう目標も明記する。


	C児
	



（３）展開　
	段階
	学習活動
	指導上の留意点（□）、個への対応（◇）、評価（◎）

	
	
	A児
	B児
	C児

	つかむ・見通す（　　）分
	１ はじめのあいさつをする。


２ 学習の準備活動をする。


３ 本時のめあてを確認する。
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	

	活動①（　　）分
	４ 
	
	
	

	
	
	

	活動②（　　）分
	５ 
	
	
	

	
	
	

	振り返る（　　）分
	６　感想を発表する
	

	
	
	
	
	


※実際の指導が，設定した指導目標（ねらい）に沿ってどのように行われたのか，また，全体そして個々の子どもの指導目標
（ねらい）が達成されたのか，何が課題として残ったのかをおさえることは，次時の指導につなげたり改善したりするために
重要である。そのため，評価の観点は，本時の目標に位置づけた全体目標や個々の目標に基づいて設定する。





７　その他
　（例）　準備物、環境設定（場の配置）、教材、教具の工夫、板書計画　等※上記の例を参考に，授業で使用するものを箇条書きで記載する。


【資料】自立活動の６区分27項目の内容




	区分１　健康の保持

	
	(1)生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。

	
	(2)病気の状態の理解と生活管理に関すること。

	
	(3)身体各部の状態の理解と養護に関すること。

	
	(4)障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。

	
	(5)健康状態の維持・改善に関すること。

	区分２　心理的な安定

	
	(1)情緒の安定に関すること。

	
	(2)状況の理解と変化への対応に関すること。

	
	(3)障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。

	区分３　人間関係の形成

	
	(1)他者とのかかわりの基礎に関すること。

	
	(2)他者の意図や感情の理解に関すること。

	
	(3)自己の理解と行動の調整に関すること。

	
	(4)集団への参加の基礎に関すること。

	区分４　環境の把握

	
	(1)保有する感覚の活用に関すること。

	
	(2)感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。

	
	(3)感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。

	
	(4)感覚を統合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること。

	
	(5)認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

	区分５　身体の動き

	
	(1)姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。

	
	(2)姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。

	
	(3)日常生活に必要な基本動作に関すること。

	
	(4)身体の移動能力に関すること。

	
	(5)作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。

	区分６　コミュニケーション

	
	(1)コミュニケーションの基礎的能力に関すること。

	
	(2)言語の受容と表出に関すること。

	
	(3)言語の形成と活用に関すること。

	
	(4)コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。

	
	(5)状況に応じたコミュニケーションに関すること。



